
 

 

 

【選挙啓発授業】 
  

 

 

 

 

 

 

模擬投票所で受付をする様子        開票作業     1 票を投じる候補者名を書く様子 

11/30（木）、全校生徒を対象に、明るい選挙啓発授業が行われました。主催は、紫波町明るい選挙推進協議

会・紫波町選挙管理委員会。当日は、教育委員会の方々をはじめ、20 人を超える地域の方々がお見えになり、

興味深く見学をしていました。前半はクイズを交えながらの講義が中心でしたが、皆、真剣にメモをとりなが

ら聞いていました。後半は実際の投票箱などを使った模擬投票に取り組みました。選挙権は 18 歳に引き下げら

れています。中学 3 年生の中には 3 年後に選挙権を持つ人が出てきます。選挙は私たちの意見を政治に反映し

てくれる代表者を選ぶという大事な機会です。昨今、投票率の低下が心配されていますが、この授業を通し

て、投票することの大切さを考えることが出来たようです。選挙クイズは全部で 10 問出題されましたが、7 問

正解が最高でした。私も解いていきましたが、1 問だけわかりませんでした。それはこんな問題です。「選挙カ

ーでアナウンスをする女性のことをウグイス嬢と呼びますが、男性の場合は何という？ 」３択です。「ア ウ

グイス イ カラス ウ 九官鳥」みなさんはわかりますか？（答えは裏面） 

【たきび祭】 
 12/9（土）、東京都日野市旭が丘中央公園で行われた「たきび祭」に、本校を代表して、生徒会執行部の青山

ひなたさん、木村和さんが参加し、２年生が学校田で田植えをして収穫をしたお米の販売をしてきました。み

なさんご存じ、童謡「たきび」の作詞者である巽聖歌の功績があったからこそ、岩手（紫波町）と東京（日野

市）という 600ｋｍも離れた地にある 

日野第四中学校の生徒と交流すること 

ができました。準備したお米は開始１ 

時間で完売。売切れを知って残念そう 

にしている地域の方もたくさんいて、 

この日を待ちわびている様子がうかが 

えました。生徒は、お互いの学校の様 

子を話し、友情を深めていました。   紫波のお米が入った袋を手に、日野第四中学校の生徒とパシャリ 

校報 あ ず ま ね  
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【2 学期終業式 校長の話】＊要約してお伝えします＊ 
さて、みなさんは、私が２学期の始業式で話したことを覚えているでしょうか？私は、２学期を一人ひとりが

「よかったなあ」と思えるようにするため、“終業式で自分がどうなっていればいいかを考えることがとても大

事だ”という話をしました。例えば、３年生なら「受験で必要な力を身につけてきた自分」。何か一つでいいの

で、ゴールを決めて、スタートしてほしい。そして、いつでも心の引き出しから引き出せるようにして、生活を

送ってほしい。そういうなかみでした。 

さて、今がその時です。今、それができている自分なのか、心の中で振り返ってみて下さい。それが一人ひと

りの２学期の様子です。上手くいった人は油断することなく、あまり上手くいかなかった人はここでくじけるこ

となく、今日をひとつの区切りとして、明日からの冬休みに入ってほしいと思います。私は、みんなが毎日、一

生懸命勉強したり、運動したり、友達と遊んだりする様子を見ることができて本当によかったと思いますし、と

てもうれしい気持ちでここにいます。いろいろな大会や行事においても多くの成果を収めました。『紫波三中こ

こにあり！』個人の集中力、仲間との団結力にも大いに磨きがかかった２学期になりました。 

インフルエンザが流行しています。その他の病気はもちろんですが、冬道はとても危ないので、交通安全にも

充分気をつけて、明日から始まる冬休みを充実させてほしいと思います。特に３年生は勝負の冬休みです。第一

志望の受験を控えている人もいるでしょう。怠ることなく準備を進めてください。お家の方はもちろんでしょう

が、先生方、下級生、地域のみんながみなさんを応援しています。 

では、３学期の始業式で、また元気なみんなに会えることを楽しみにしています。 

 

【よいお年を！】 
明日から冬休みに入ります。2023（令和 5）年はあと約 1 週間で終わります。今年はみなさんにとってどん

な年だったでしょうか。コロナが徐々に落ち着きを見せて、コロナ前の日常生活が戻りつつありますが、イン

フルエンザの流行が早くやってきて、まだまだ安心はできないところです。また、今年も異常気象による災害

が日本の各地で多くみられました。そして、夏の猛暑。特に今年は長かったですね。数年前、学校にもエアコ

ンが配備されましたが、「もしなかったらどうなっていたのか？」と考えてしまいます。現にエアコンがない北

海道では熱中症で倒れる子どもがたくさん出ました。北海道も例外ではなくなってきているようです。世界に

目を向けると戦争や紛争が絶えずどこかで起きています。日本でも闇バイト等、簡単にお金を手に入れるため

に犯罪に手をつける人がニュースでたくさん報道されました。世の中、とても不安で不安定な 1 年だったと言

えるかもしれません。そんな中、スポーツの力は勇気と感動を我々に与えてくれました。野球ではＷＢＣの優

勝、「アレ（Ａ・Ｒ・Ｅ）」が流行語大賞になった阪神タイガースの優勝、大谷選手は今年もトテツモナイ活躍

をしました。将棋の世界では藤井聡太棋士が前人未踏の八冠を達成しました。他にもうれしいニュースはあり

ましたが、どちらかというと、暗く、悲しいニュースが目立つ 1 年だったと思います。そんな中、紫波三中の

生徒は総じて、元気に、明るい学校生活を送りました。一人ひとりが多くを学び、成長した 2 学期だったと思

います。保護者や地域の皆様には、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、心から感謝申し上げます。

ありがとうございました。少し早いですが、皆さまよいお年をお迎えください。 


